を 聞いて 欲しいた めだ。 

足 尾 銅山 鉱毒の 惨害 

矢張り 「鉱毒の 田 中」 から 始める。 

明治 二十 四 年から 三十 四 年に 至る この 十 年の 間、 この 

人 は、 衆議院の 壇上で 「足 尾 鉱毒 事件」 と 云 ふ もの を 

叫んだ。 而 かも、 遂に 議会の 理解 を 得ずに 終った。 今 

日、 君に 向って この 死んだ 歴史 を 語る —— 然し、 少し 

く 形骸 を 言 ふなら ば、 君 は 直に 詩 眼 を 以て、 その 血肉 

を K5 得して 呉れる こと を、 業 は 信じて 居る。 



垂^ 候 也。 

明治 廿四年 四月 廿ー 一日 

地質調査 所 

仕方が無 いから、 農科 大学の 古在 教授へ 依頼した。 や 

がて 教授から 次の 返事が 来た。 

過日 来 御 約束の 被害 土壌 四 種 調査 致 候処、 悉 く 

銅の 化合物 を 含有 致し、 被害の 原因 全く 銅の 化合物 

にある が 如く 候、 別紙 は 分析の 結果 及 被害 園の 処理 

法に 御座 候、 不具。 (別紙 略) 

六月 一 日 

古在 由 直 



や。 患、 憲法 を 立て 国会 を 開かざる に 在る 也、 夫れ 

国会 を 開く は、 上下の 一 致 を 謀る に 在り。 上下 苟 

も 一 致せば、 則ち 其の 患 ふる 所の もの は忽 にして 消 

し、 其 害 を 為す もの は忽 にして 除き 昨日の 憂患 は 乃 

ち 今日の 喜 楽と なり、 昨年の 窮乏 は 乃ち 今日の 富饒 

まこと 

と 為る 也。 是 故に 国会 を 開く、 詢に 陛下の 歙 旨の 

在る 所に して 亦 人民の 切に 企 望す る 所 也」 

この 翌年、 「明治 二十 三年 国会 開設」 の 予約が 成り、 二 

十二 年の 二月 十一 日、 I 々憲法 発布。 田 中 は 時の 県会 

議長と して、 この 前古 未曾有の 大典に 参列した。 この 

日 は 稀 有な 大雪であった。 この 栃木の 大野 人が 始めて 



我 帝国に 法律 あれ ども、 法律が 行 はれない からで あ 

る。 然るに 群 馬 栃木の 中に、 この 新奇なる 古河 巿兵 

衛の 輩が 跋扈して、 新たに 居留地 を斿 へ、 法律 あれ 

ども 法律 を 行 ふこと が 出来ない。 人民 如何に 困 ii に 

陥る とも、 農 商務 大臣の 目に は 少しも 見えない。 

たま /t- 

偶々 愚論 を 吐いて 曰く、 古河 巿兵衛 の 営業と 云 ふ も 

の は 国家の 有益で あると。 —— 大きにお 世話 だ。 此 

方 は 租税 を 負担して 居ります。 古河より 先き に 住ん 

で 租税の 負担 をして 居る 人民が 今日 其 土地に 居る こ 

とが 出来ない、 祖先 来の 田畑 を 耕す ことが ならず、 

祖先 来の 田畑が 実ら なくなつ たと 云 ふ 事実と 比較が 



時の 農 商務 大臣 は 旧幕 人の 稷本武 楊であった。 同じ 旧 

幕の 人の 津田 仙と 云 ふ 老農 学者 は、 既に 長く 田 中の 応 

援 者であった が、 今や この 厚顔無恥の 政府の 答弁 書が、 

親友 模本の 名で 発表され たの を 残念に 思 ひ、 一 一十三 日、 

自ら 稷本を 伴うて 鉱毒 地の 視察に 行った。 鉱毒 地の 農 

民 等 は、 農 商務 大臣の 視察と 聞いて、 多大の 希望 を 描 

いて 八方から 集まった。 

荒涼 悲惨 —— 何たる 情景 ぞ。 むかし 孤軍 五稜 廓に 立籠 

つ て 官軍 を 悩ま した 釜 次郎 の 血 液 未だ 涸れざる 稷本 は、 

ぶぜん 

た 、v 憮然と して 深き 感慨に 沈んだ。 無言 さながら 石像 

の 如き 態度に、 彼 を 取り囲んだ 被害 民 は、 悲憤の 余り、 



間の 報告ぐ らゐ 聴いて 置いて どうす るので ございま 

せう か。 —— 

未だ 議論 は 結了し ませぬ けれども、 これで 止めます。 

如何にも 憤慨に 堪 へませ ぬ、 十万 以上の 人間が 毒殺 

される —— (議席に 笑 ふ もの あり) 諸君の 中にはお 

笑 ひな さる 御 方 も ございま すが、 どうも 私の 力で は 

この 真 状 を 写し出す る ことが 出来 ませぬ。 御 笑に な 

る 御 方が あるから、 尚 ほ 一 歩 進んで 言 はなければ な 

らぬ 事が 出来て 来ました。 農 商務 大臣の 向島の 別荘 

で 菜が 一 本 出来 なくなったら、 諸君 どうす る。 忽ち 

自分の 頭に 感ずる ので ある。 失礼ながら 早稲 田の 大 



隈 さんの あの 綺麗な 庭が、 草 もな く 花 もない となつ 

たら、 諸君 どうで あるか。 自分の 身の上に 来れば わ 

かる けれども、 身の上に 来ない 中 は 頭に 懸けない。 

この 上 尚 ほ 彼此 面倒な 事 を 申して 居りますならば、 

鉱毒の 水 を 汲んで 来て、 農 商務 大臣に 飲んで 貰 ひま 

せう。 早い 話で ある。 なか/ \ これく らゐの 話で 実 

際の 有様 を 写し出す ことが 出来る もので ございませ 

ぬ。 どうぞ 諸君、 御 情が ありますならば、 一 日で 行 

つて 帰られます。 日帰りで も 見られます。 丁寧に 見 

るに は 十五 日 も か、 るが、 一個 所ぐ らゐ 見る に は、 

一 日で 住って 見られ ますから、 どうぞ 諸君、 此の 被 



二十 七日、 大隈板 垣へ 組閣の 大命 下る。 三十日 親 

任 式。 



総理大臣 兼 外務大臣 

内務大臣 

農 商務 大臣 

文部大臣 

大蔵大臣 

司法大臣 

通信 大臣 



大隈重 信 (旧 進歩) 

板 垣 退 助 (旧 自由) 

大石正 巳 (旧 進歩) 

尾 崎 行 雄 (旧 進歩) 

松 田正久 (旧 自由) 

大 東義徹 (旧 進歩) 

林 有 造 (旧 自由) 



こゝに 特筆大書すべき 〇〇〇〇 は、 この 政党内閣 

の 始めて 樹立され たと 同時に、 〇〇、 



と ある を 修正して 「辞す る こと を 得」 と 云 ふこと 

にした。 

三月 六日、 委員会から 直ぐに 本会議に 移さる。 

君 は、 この 無味乾燥の 記事の 中に、 政党 腐敗、 議会 堕 

落の 実相 を、 映画の 如くに 見た であらう。 「歳費 増加 

案」 た、 V 見れば 何の 奇も なき 歳費 増加 案 も、 実は 深甚 

の 意義 を 含んで 居る。 

進歩党 は 反対せ ねばならぬ。 然れ ども 誰 を 代表者に 立 

てて 反対の 意思 を 表明す るか。 智者 弁者 多士 済々 たる 

進歩党、 真に 堂々 と 反対の 意思 を 表明し 得る もの は 誰 

であるか。 党の 総務 等 は 一 々に 物色した。 而 して 一 個 



合に 至りました ので ございます。 

第一、 歳費 を 増加す ると 云 ふ 理由 書 は 如何です。 

理由 書に 「現行 議員の 歳費 を 以て、 その 資格 を 保 

つの 資に 供す るに 足らず」 と ある。 何で ございます 

か。 金がないから 議員の 品位 を 保つ に 足らない と 言 

ふので ございます。 一体、 金の 多い 少ない を 以て 議 

員 を 左右す ると 云 ふが 如き 文章 を 書く が、 議員 を 侮 

辱して 居る ので ある。 申さば、 これ は 侮辱で ある。 

この 文章 を 以て 穏当なる ものと 御 解し になる 御 方 は、 

金で 無ければ 世の中の 事 は 駄目 だと 見る 人で ある。 

, J の 如き 御 方 はィザ 知らず、 苟も 議員 の 品位と 云 ふ 



毒甚 地と 言 はれた 吾妻 村 下 羽田の、 庭 田 源 八と 云ふ老 

農が、 自ら 筆 を 執って 有りの ま、 を 直 写した もので、 

僕 は それ を 「渡 良 瀬の 詩」 と 呼んで 居る。 全部 読む と 

長過ぎる から、 四季に 渡って 拾 ひ 読みに する。 

「立春 正月の 節。 雪が 一 尺 以上 も 降ります と、 まだ 

寒う ございま すから、 なか/ \ 解けません。 子供な 

どが その 雪 を 二 坪ぐ らゐ 片付けまして、 餌 を 撒き 置 

きます ると、 二日 も 三日 も餓 ゑて 居る 小鳥が 参リま 

す。 其 所へ 青竹 弓で ブッハ キと云 ふ を こしら へ、 餌 

を あさる を 待ち受け、 急に 糸 を 引きます ると、 矢が 

はづれ 青竹 弓が はづれ まして、 雀 や 鳩が 一 度に 三 羽 



また 田 面、 沼 川の 辺に は、 多く 白鷺が 居りまして、 

小魚 を 餌に して 飛び あるき ましたが、 只今で は、 夕 

立いた し 大雨が 降りましても、 魚 は 取れず、 白鷺 も 

鵜 烏 も 居り ませぬ ご 

「大雪 十 一 月の 節になります と、 大根 や in 旁 や 葱 芋 

などが、 多く 取れました。 此の 芋な ど は、 人々 何れ 

も 野中 又は 道端な どに 穴 を 掘りまして、 是に 馬つ け 

五駄も 七駄も 入れて 置きました。 一 戸に 付 此の 塚が 

三つ も 四つ も 五つ も ござり ますから、 銘々 に 我家の 

印 や 苗字な ど を、 塚の 上に しるしまして、 是れに 麦 

種 を 蒔 入れて 置きます る。 来春に 相 成ります ると、 



其 麦が 青々 と 生えまして、 心覚えに なりました もの 

で ござります るが、 只今 は、 鉱毒の 為め 芋が 取れ ま 

せぬ から、 何処 を あるきましても、 此の 塚が ござり 

ませぬ ご 

「大寒 十二月の 節に 相 成ります ると、 絡 や 狐な どが、 

人家 軒端 や 宅地な ど を、 めぐりあるきました。 絡 は 

ガイ/^/^ と 鳴き、 狐 は コン/ ^/\ と 鳴く。 ケ 

イン/ \ と 鳴く も ありました。 屋敷 ま はりな どに、 

人参な ど 土に 埋めて 置きます ると、 掘り出して 喰 ふ 

もので ござり ましたが、 鉱毒の 為め 野に 鼠 も 居らず、 

虫類 も 無く、 魚類 も 少なき 故なる べし、 二十歳 以下 



田 中正 造 は 議会の 演壇に 立って 居た。 彼 はこの 日、 進 

歩 党 を 捨てた。 彼が 進歩党 員で あるが 為に、 鉱毒 問題 

ゃゝ うれ ひ 

が 動もすれば 党派 問題と 見なされる 憂が あった。 今 

や 自分が 創立 以来の 進歩党 を 脱却した 以上、 諸君 も 亦 

党派 的 感情 を 離れて、 この 鉱毒 問題 を 見て呉れ、 と 言 

ふの だ。 

も 一 つの 雲影が これ 迄 常に 鉱毒 問題 を 煩 はして 居た。 

ひっき やう 

「鉱毒 は 畢竟 田 中の 選挙 手段 だ」 と 言 ふこと だ。 彼 は 

進んで 言うた。 

『尚 ほ また Y J の 田 中正 造 は 衆議院議員で > J ざ います 

からして、 自分の 選挙区の 関係が あるから やる の だ 



と 云 ふやうな 馬鹿な 説が、 この 議場の 中に —— 一人 

でも 二人で も、 左様な 御 方が ある 為に この 被害 民の 

不幸 を 蒙り、 また 国家の 不幸 を 蒙む ると 云 ふ 不都合 

が) J ざり ますれば、 私 はまた 議員 をも罷 める の で) J 

ざいます。 今日に も罷 める ので ございます。 さりな 

がら 今日 辞表 を 出し ますれば、 明日 は 演壇に 登る こ 

とが 出来 ませぬ から、 今一 場のお 話 を 致して、 議員 

を罷 めます る 積り でございます 』 

見よ、 演説 壇上の この 人 を II 黒紋 付の 木綿 羽織に、 

色褪せた 毛糯子 〔# 「毛襦 子」 は 底本で は 「手 糯子匕 の 袴。 

大きな 円い 額に は 長く 延びた 半白の 髪が 蓬の やうに 乱 



れて 居る。 年 正に 六十。 多年の 孤 身 苦闘に、 巌 丈な 肉 

体 も 綿の やうに 疲れ切って 居る。 譬 へば、 深 傷 を 負う 

た 一 個の 老 獅子。 

十七 日、 彼 は 又 演壇に 立った。 先づ 彼の 質問書 を 見よ。 

『亡国に 至る を 知ら ざれば、 これ 即ち 亡国の 儀に 付 

質 《^ 書 民 を 殺す は 国家 を 殺すな り。 

な いがし ろ 

法 を 蔑 にす る は 国家 を 蔑に するな リ。 

こま 

皆 自ら 国 を 毀つな り。 

財 用 を 濫り民 を 殺し 法 を 乱し て 而し て 亡び ざ るの 国 

なし、 これ を 奈何。 

右 質問に 及 候 也』 



この 国 を 背負うて 立てる か。 今日 国家の 運命 は、 そ 

んな 楽々 とした、 気楽な 次第で はあり ませぬ ぞ。 

た V 馬鹿で もい、 から 真面目に なって やったら、 こ 

の 国 を 保つ 事が 出来る か 知れぬ が、 馬鹿の くせに 生 

意気 を こいて、 この 国 を 如何にす るか。 

誰の 国で も 無い。 兎に角 今日の 役人と なり、 今日 

の 国会議員 となった 者の 責任 は 重い。 既往の 事 は 

しばら お 

姑く 措いて、 これより は 何卒 国家の 為に 誠実 真面 

目に なって この 国の 倒れる 事 を 一 日も晚 からし めん 

こと を 御 願 申す ので ございます。 

政府に おきまして は、 これ だけ 亡びて 居る もの を 



の 袴 を 股 立 高く 取 つ て の 案内 役 だ。 案内 役と は 言 ふ も 

のの、 かく 一軒々々 訪問して、 親しく 人々 家々 の 事情 

を 聴いて 廻 はると 云 ふこと は、 この 人に しても 始めて 

の 事 だ。 

潮 田さん の 秘書 役 をして 居た 松本英 子と 云 ふ 婦人 記者 

がー 々委しく 書きと めた ものが ある。 今 その 二つ 三つ 

を こ、 に 載せる。 

「高山の 三十 七 番地 茂 呂作造 (五十八) 妻き は、 長 

女 さく (二十 四) 次女き よ (十) の 四人暮 し。 妻き 

は 語りて 曰 ふ、 元は 相応の 農家で したが、 今 は 鉱毒 

で 何も 穫れ ません。 心配ば かりして 居る ので、 眼が 



悪る くな つて、 両方共 かすかに 見えます けれど、 着 

物の 縞 も 見え やん せん。 眼で も 良け り や、 何 か出来 

る けれど —— や つと 火 だけ は ソロ く 焚 きゃんす が、 

針が 一 と 針 出来る ぢゃ 無し —— 父ッ さん は 年取って 

腰が 痛い しする が、 稼がな けり や 食べられないで、 

無理べ えして 稼いで 居 やん す。 目の 見える 人 は 思 ひ 

やりが あり やん せん。 自分が 見える もんだ から、 何 

をせ う 彼 をせ うと 言 はれる たびに、 私 は 身 を 切られ 

る やうに 思 ふんで やん す 」 

「船 津川字 中 砂、 川 村新吉 (四十 五) の 家族。 女房 

は 田畑に 物が 出来 なくなった を 気にして、 血 病の や 



うに ブラく ゎづら つた 末、 三年 前に 死んだ。 跡に 

新吉は 三人の 子供 を 抱へ て 気が 少し 変になる。 中庭 

で 側 目 も ふらず 機 織して 居る のが、 十四になる 長女 

のお 浅。 小さい 娘の 身に 一家の 安危 を 負担して 居る。 

縁先に は 九 歳の 新 三 郎と六 歳のお い 二人が、 紅葉の 

やうな 手に 繩を なって 居る。 お 浅 は 学校へ 行く 年で 

ありながら、 母親 代りに 立 働き、 夜が 明ける と 直ぐ 

織り 始めて、 毎夜 十二時 過ぎまで 織りつ、 V ける。 元 

は 一 町 近くの 百姓であった もの を」 

「船 津川百 七十 四 番地、 鈴 木島吉 (三十 一 ) 女房お 

えい (二十 九) に 両親との 四 人 募し。 父 は末吉 (五 



十五) 母 はおな か (六十 二) と 言 ふ。 老母お なか は 

元来 酒 を 嗜む 所に、 近年 は 痰が 起って 夜分 眠られぬ。 

すると 島吉 が、 老母の 好きな 酒 を 飲ませる。 酒 を 飲 

むと 一時 痰が 納まって 苦痛 を 忘れる と 云 ふ。 近隣の 

人の 言 ふに は、 島吉 さんが 毎日々 々きまった 時刻に 

隣村へ 酒 買に 行く。 それで 私共 は、 島吉 さんが 通る 

から 正午 だんべ えと 言 ふ 位。 困窮の 中から 毎日 五 銭 

づゝ酒 を 買って は 母に 飲ませる。 我等が 尋ねた 時 は、 

丁度 午 時で 島吉が 帰って来て 火 を 焚いて 居た が、 其 

の 焚火の 料と 云 ふ は、 女房が 渡 良 瀬へ 膝まで 浸って、 

浮 木 を 拾って 積んで 置く の だと 云 ふ。 此の 木 を 焚く 



と、 銅の やうな 色の 灰が 残り、 現に 其 煙で 天井の 蠅 

が 落ちる。 毒 だと は 思 ひなが らも 仕方が ないから、 

フゥと 口で 吹いて は 火 を 起す。 此家は 元 農の 外に 漁 

業 を も 営んで 居た が、 鉱毒 以来、 両方共 無一物に な 

つてし まひ、 拠な く、 今 は 紡 車の 撚糸 をして、 糸よ 

リ 細い 煙 を 立てて 居る」 

かう 言 ふ 話 を 聴きながら、 戸毎々々 に 廻 はる。 潮 田 さ 

んは 折々 雪中に \ィ ん では、 目 を閉ぢ て黙禱 して 居た。 

翁は堪 へる ことが 出来ず、 真 赤に なって 叫んだ。 

『田 中正 造が、 きっと 敵 打ちして あげます ぞッ』 

かう 憤って は、 大きな 拳固で、 霰の やうな 涙 を 払った _ 



れる。 



(昭和 八 年 四月) 
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